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平
成
三
十
年
度 

密
教
文
化
研
究
所
だ
よ
り

本
年
度
、
密
教
文
化
研
究
所
で
は
、「
弘
法
大
師
の
思
想
と
そ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
」「
密

教
の
形
成
と
流
伝
に
関
す
る
研
究
」「
密
教
と
現
代
社
会
の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
」
を
事
業

の
柱
と
し
て
、
研
究
所
研
究
員
を
中
核
と
し
た
研
究
活
動
を
展
開
し
、
伝
統
教
学
の
継
承
と
社

会
へ
の
普
及
に
努
め
た
。

　

各
々
の
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
研
究
会
】

○
研
究
所
研
究
会

※
趣
旨

研
究
所
員
・
研
究
員
の
研
究
成
果
発
表
お
よ
び
学
術
的
交
流
を
趣
旨
と
す
る
。

※
活
動
実
績

十
月
十
九
日
（
金
）　
　

德
重
弘
志
「
如
意
輪
観
音
の
名
称
に
関
す
る
新
出
資
料
」

十
一
月
十
六
日
（
金
）　

木
下
浩
良
「
高
野
山
金
剛
三
昧
院
発
見
の
足
利
宗
氏
五
輪
塔
」

　
○
弘
法
大
師
著
作
研
究
会

※
趣
旨

研
究
所
の
事
業
の
柱
に
、「
弘
法
大
師
の
思
想
と
そ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
」
が
あ
る
。

本
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
空
海
の
文
章
を
漢
籍
、
注
釈
書
を
踏
ま
え
正
確

に
か
つ
忠
実
に
読
解
し
て
い
く
作
業
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
『
秘

蔵
宝
鑰
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
研
究
会
を
開
催
し
そ
の
研
究
成
果
を
公
表
す
る
も
の
。

※
会
員

松
長
有
慶
、
川
﨑
一
洋
、
北
川
真
寛
、
櫻
木　

潤
、
佐
藤
隆
彦
、
武
内
孝
善
、

ト
ー
マ
ス
・
ド
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
、
土
居
夏
樹
、
那
須
真
裕
美
、
藤
田
光
寛
、

松
長
恵
史
、
南　

昌
宏
、
米
田
弘
仁

※
活
動
実
績

　
　
　
『
即
身
成
仏
義
』
の
研
究
会
を
原
則
と
し
て
月
二
回
行
っ
た
。

　
　
（
発
表
者
及
び
日
程
）

佐
藤
隆
彦
：
四
月
十
二
日
、
四
月
二
十
六
日
、
五
月
十
日

南　

昌
宏
：
五
月
十
日
、
五
月
二
十
四
日
、
六
月
十
四
日
、
六
月
二
十
八
日
、

	

七
月
十
二
日
、
七
月
二
十
六
日
、
九
月
二
十
七
日

武
内
孝
善
：
十
月
十
一
日
、
十
月
二
十
五
日
、
十
一
月
八
日
、
十
一
月
二
十
二
日
、

米
田
弘
仁
：
十
一
月
二
十
二
日
、
十
二
月
六
日

※
前
年
度
に
引
き
続
き
、
研
究
会
の
成
果
を
『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
別
冊

と
し
て
以
下
の
内
容
で
発
行
す
る
。

『
即
身
成
仏
義
』
の
研
究　

平
成
三
十
一
年
三
月　

発
刊
予
定

〇
チ
ベ
ッ
ト
密
教
研
究
会

※
趣
旨

本
研
究
会
は
、
密
教
文
化
研
究
所
専
任
研
究
員
テ
ン
ジ
ン
・
ウ
セ
ル
（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ゲ

ル
ク
派
ゲ
シ
ェ
ー
・
ハ
ラ
ン
パ
〈
最
高
学
位
〉）
を
中
心
に
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
訳
読
を
進
め
、

本
学
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
密
教
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。今
年
度
は『
ド

ゥ
ン
タ
ー
リ
ン
チ
ェ
ン
テ
ン
ワ
』
の
「
唯
識
の
章
」
そ
の
他
の
翻
訳
・
註
解
を
行
っ
た
。
メ

ン
バ
ー
は
以
下
の
通
り
。

　
　

責 

任 

者
：
テ
ン
ジ
ン
・
ウ
セ
ル
（
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
庁
派
遣
）

　
　

研
究
会
員
：
藤
田
光
寬
（
本
学
名
誉
教
授
）

　
　

乾　

龍
仁
（
本
学
教
授
）

　
　

奥
山
直
司
（
本
学
教
授
）

　
　

奥
田　

剛
（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
サ
キ
ャ
派
ケ
ン
ポ
）

※
活
動
実
績

四
月
六
日
、
七
月
二
十
日
、
七
月
二
十
七
日
、
八
月
三
日
、
八
月
二
十
一
日
、

八
月
二
十
二
日
、
八
月
二
十
三
日
、
九
月
七
日
、
九
月
二
十
日
、
十
月
三
日
、

十
月
二
十
六
日
、
十
一
月
五
日
、
十
一
月
二
十
六
日
、
十
二
月
十
二
日
、

十
二
月
十
三
日
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○
南
山
教
学
研
究
会

※
本
事
業
に
関
し
て
は
、
主
に
北
川
真
寬
が
担
当
。
活
動
内
容
の
詳
細
は
「
平
成
三
十
年
度

南
山
教
学
研
究
会　

活
動
報
告
」（
本
書
１
１
６
頁
）
を
参
照
願
い
た
い
。

○
真
言
教
学
研
究
会

※
本
事
業
に
関
し
て
は
、
主
に
北
川
真
寬
が
担
当
。
活
動
内
容
の
詳
細
は
「
平
成
三
十
年
度

南
山
教
学
研
究
会　

活
動
報
告
」（
本
書
１
１
７
頁
）
を
参
照
願
い
た
い
。

○
宗
学
連
携
事
業

※
本
事
業
に
関
し
て
は
、
主
に
北
川
真
寛
が
担
当
。
問
講
の
再
治
・
増
補
に
関
し
て
は
高
野

山
山
内
住
職
と
共
同
で
活
動
し
て
い
る
。
活
動
内
容
の
詳
細
は
「
平
成
三
十
年
度
南
山

教
学
研
究
会　

活
動
報
告
」（
本
書
１
１
７
頁
）
を
参
照
願
い
た
い
。

○
南
山
進
流
声
明
研
究
会

※
本
事
業
に
関
し
て
は
、
今
年
度
は
開
催
し
て
い
な
い
。
翌
年
度
以
降
の
活
動
に
つ
い
て
は

未
定
で
あ
る
。

○
中
世
密
教
聖
教
研
究
会

※
本
事
業
に
関
し
て
は
、
主
に
坂
口
太
郎
が
担
当
。
活
動
内
容
の
詳
細
は
、「
平
成
三
十
年

度
中
世
聖
教
研
究
会　

活
動
報
告
（
本
書
１
１
５
頁
）
を
参
照
願
い
た
い
。

○
巡
礼
遍
路
研
究
会
（
協
賛
事
業
）

※
趣
旨

四
国
八
十
八
ヶ
所
、
西
国
三
十
三
所
等
、
日
本
国
内
な
ら
び
に
世
界
各
地
の
巡
礼
に
関

す
る
研
究
・
成
果
発
表
を
行
う
と
共
に
、
会
員
相
互
の
懇
親
を
図
る
。

※
役
員

会　
　

長
：
山
陰
加
春
夫
（
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
）

事
務
局
長
：
柴
谷
宗
叔
（
密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員
）

※
会
員
数

二
百
名
（
六
月
二
十
四
日
時
点　

法
人
・
団
体
含
む
）

※
活
動
実
績

　
　

第
五
回
研
究
発
表
会
開
催

日
時
：
平
成
三
十
年
六
月
二
十
四
日
（
日
）

於
：
高
野
山
大
学
難
波
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

　
　

基
調
講
演

柴
谷
宗
叔
「
写
し
霊
場
と
新
規
霊
場
」

　
　

研
究
発
表

益
田　

勉
「
日
光
の
行
者
道
と
板
東
巡
礼
」

谷
口
眞
梁
「
番
条
八
十
八
ヶ
所
」

村
上
昭
彦
「
戦
前
の
遍
路
雑
誌
に
み
る
写
し
巡
礼
の
動
向
」

東
近　

伸
「
真
念
庵
境
内
の
四
国
八
十
八
ヶ
所
写
霊
場
石
仏
に
つ
い
て
」

【
講
演
会
】

○
人
権
研
究
会　

特
別
講
演
（
共
催
：
高
野
山
金
剛
峯
寺
社
会
人
権
局
）

日
時
：
平
成
三
十
年
七
月
十
八
日
（
水
）

於
：
高
野
山
大
学
第
三
会
議
室

　
　

山
隂
加
春
夫
（
本
学
名
誉
教
授
）

　
「
中
世
高
野
山
金
剛
峯
寺
及
び
同
寺
領
荘
園
に
お
け
る
平
等
と
差
別
」

日
時
：
平
成
三
十
年
十
二
月
四
日
（
火
）

於
：
高
野
山
大
学
第
三
会
議
室

　

源　

淳
子
（
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
嘱
託
研
究
員
）

　
「『
女
人
禁
制
』
を
考
え
る
―
女
性
は
ど
の
よ
う
に
み
ら
れ
て
き
た
の
か
―
」
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平
成
三
十
年
度 

中
世
密
教
聖
教
研
究
会
の
活
動
報
告	

研
究
所
員　

坂
口　

太
郎

（
１
）
研
究
会
の
趣
旨

　

本
研
究
会
は
、日
本
中
世
の
密
教
に
関
係
す
る
聖
教
の
研
究
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

高
野
山
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
聖
教
を
中
心
に
、
重
要
な
学
術
的
意
義
を
持
つ
未
翻
刻

の
聖
教
を
紹
介
し
、日
本
中
世
に
お
け
る
密
教
の
歴
史
的
位
置
を
把
握
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

　

本
年
度
は
、
院
政
期
の
心
覚
が
撰
述
し
た
『
別
尊
要
記
（
鶴
林
鈔
）』
第
四
帖
の
本
文
を

紹
介
す
べ
く
、
メ
ン
バ
ー
で
数
度
に
わ
た
っ
て
本
文
校
訂
や
原
稿
の
チ
ェ
ッ
ク
作
業
を
行
な

っ
た
。
ま
た
、
代
表
者
の
坂
口
が
「
解
題
」
を
執
筆
し
、『
別
尊
要
記
』
第
四
帖
の
史
料
的

価
値
に
つ
い
て
歴
史
学
の
立
場
か
ら
論
じ
た
。
以
上
の
成
果
は
、『
高
野
山
大
学
密
教
文
化

研
究
所
紀
要
』
第
三
十
二
号
（
平
成
三
十
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

（
２
）
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー

　

坂
口
太
郎
（
高
野
山
大
学
文
学
部
助
教
・
密
教
文
化
研
究
所
兼
任
研
究
所
員
、
本
研
究
会
幹
事
）

　

上
野
勝
之
（
奈
良
大
学
・
非
常
勤
講
師
）

　

高
橋
悠
介
（
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
准
教
授
）

　

橋
本
正
俊
（
摂
南
大
学
外
国
語
学
部
准
教
授
）

　

花
川
真
子
（
京
都
大
学
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

　

藤
本
孝
一
（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
調
査
主
任
）

　

舩
田
淳
一
（
金
城
学
院
大
学
文
学
部
教
授
）

（
３
）
平
成
三
十
年
度
の
活
動

　

第
一
回	

平
成
三
十
年
五
月
十
二
日
（
土
）
～
十
三
日
（
日
）

	

『
別
尊
要
記
』
第
四
帖
の
原
稿
作
成
に
向
け
て
の
打
合
せ
、
校
訂
作
業
、
入
稿
原

稿
の
チ
ェ
ッ
ク
（
会
場
：
高
野
山
大
学
難
波
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
）

　

第
二
回	

平
成
三
十
年
七
月
七
日
（
土
）
～
八
日
（
日
）

	

『
別
尊
要
記
』
第
四
帖
の
校
訂
作
業
、
入
稿
原
稿
の
チ
ェ
ッ
ク

	

「
解
題
」
の
内
容
に
関
す
る
打
合
せ

	

　
　
　
　
（
会
場
：
高
野
山
大
学
難
波
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
）

　

第
三
回	

平
成
三
十
年
八
月
十
四
日
（
火
）

	

『
別
尊
要
記
』
第
四
帖
の
校
訂
作
業
、
入
稿
原
稿
の
チ
ェ
ッ
ク

	

　
　
　
　
（
会
場
：
京
都
大
学
人
間
・
環
境
学
研
究
科
）

　

第
四
回	

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
二
日
（
土
）

	

『
別
尊
要
記
』
第
四
帖
の
校
訂
作
業
、
入
稿
原
稿
の
チ
ェ
ッ
ク

	

　
　
　
　
（
会
場
：
高
野
山
大
学
難
波
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
）

　

第
五
回	

平
成
三
十
一
年
二
月
十
日
（
日
）

	

『
別
尊
要
記
』
第
四
帖
の
初
校
に
関
す
る
校
正
所
見
の
と
り
ま
と
め
・
チ
ェ
ッ
ク

	

　
　
　
　
（
会
場
：
京
都
大
学
人
間
・
環
境
学
研
究
科
）

平
成
三
十
年
度
研
究
活
動
報
告	

専
任
研
究
員　

德
重
弘
志

【
研
究
活
動
概
況
】

筆
者
は
、
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
が
掲
げ
る
三
大
研
究
領
域
（「
弘
法
大
師
の
思

想
と
そ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
」、「
密
教
の
形
成
と
流
伝
に
関
す
る
研
究
」、「
密
教
と
現
代

社
会
の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
」）
の
う
ち
、「
密
教
の
形
成
と
流
伝
に
関
す
る
研
究
」
に
従

事
し
て
い
る
。

本
年
度
の
成
果
と
し
て
は
、
①
プ
ダ
ク
写
本
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
形
成
過
程
の
解

明
、
②
如
意
輪
観
音
に
関
す
る
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
経
典
の
テ
ク
ス
ト
校
訂
と
和
訳
、
③

G
uhyam

aṇitilaka

に
お
け
る
特
異
な
五
相
成
身
観
の
発
見
、
と
い
っ
た
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
に
関
し
て
は
、
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
に
は
様
々
な
写
本
・
版
本
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら

の
う
ち
の
プ
ダ
ク
写
本
に
着
目
し
、
そ
の
特
定
の
経
函
の
末
部
に
存
在
す
る
「
解
説
文
」
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
プ
ダ
ク
写
本
（
全
一
二
〇
函
）
の
う
ち
、「
解
説
文
」

が
存
在
す
る
の
は
、「rG

yud

（
タ
ン
ト
ラ
部
）」
に
属
す
る
十
六
個
の
経
函
に
お
い
て
の
み

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

従
来
の
研
究
で
は
、
プ
ダ
ク
写
本
に
は
、
他
の
写
本
・
版
本
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
複
数

の
経
典
や
多
く
の
異
訳
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
全
集
」（edition

）
で
は
な
く
「
収

集
品
」（collection

）
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
当
該
の
写
本
が
編
纂
さ
れ
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た
経
緯
を
記
し
た
資
料
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
説
は
推
測
の
域
を
出
て
は

い
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
筆
者
に
よ
る
「
解
説
文
」
の
有
無
の
特
定
に
よ
り
、

プ
ダ
ク
写
本
は
「
収
集
品
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

②
に
関
し
て
は
、従
来
の
研
究
で
は
、如
意
輪
観
音
に
関
す
る
根
本
経
典
は
「
漢
訳
」
と
「
漢

訳
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
さ
れ
た
重
訳
」
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
主
に

「
漢
訳
」
に
基
づ
い
て
考
察
が
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
先
行
研
究
で
は
、「
如
意
輪
観
音
の
梵

語
の
名
称
」
が
、C

akravarti-cintām
aṇi

とAvalokiteśvara-cintām
aṇi-cakravartin

の
ど
ち
ら

で
あ
る
か
が
最
大
の
争
点
に
な
っ
て
い
る
。

幸
い
に
も
筆
者
は
、
根
本
経
典
の
「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
」
が
、
プ
ダ
ク
写
本
に
の
み
収
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
た
び
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
当
該
の
「
チ
ベ
ッ
ト

語
訳
」
全
体
の
校
訂
テ
ク
ス
ト
お
よ
び
和
訳
を
作
成
し
た
上
で
、
先
行
研
究
に
お
け
る
争
点

と
な
っ
て
い
た「
如
意
輪
観
音
の
梵
語
の
名
称
」に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。そ
の
結
果
、

当
該
の
「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
」
に
お
け
る
「
根
本
ダ
ラ
ニ
」
に
、C

akravarti-cintām
aṇi

と
い
う

語
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
た
め
、「
如
意
輪
観
音
の
梵
語
の
名
称
」

がC
akravarti-cintām

aṇi

で
あ
る
蓋
然
性
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。

③
に
関
し
て
は
、
中
期
密
教
経
典
で
あ
るG

uhyam
aṇitilaka
（
全
五
章
）
で
は
、
そ
の
第

一
章
と
第
三
章
に
五
相
成
身
観
が
説
か
れ
て
い
る
。
今
回
着
目
し
た
の
は
、
第
三
章
に
お
け

る
五
相
成
身
観
に
、性
的
な
要
素
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
、

当
該
の
経
典
よ
り
も
時
代
的
に
先
行
す
る
『
真
実
摂
経
』（
初
会
金
剛
頂
経
）
や
『
金
剛
頂

タ
ン
ト
ラ
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

先
行
研
究
で
は
、
中
期
密
教
に
お
け
る
五
相
成
身
観
の
形
態
と
、
後
期
密
教
に
お
け
る
そ

の
発
展
形
に
関
し
て
は
、
詳
細
に
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
過
渡
期
に
お
け

る
五
相
成
身
観
の
形
態
に
関
し
て
は
、
未
解
明
な
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
問
題
に

対
し
て
、
筆
者
に
よ
るG

uhyam
aṇitilaka

の
研
究
に
よ
り
、
五
相
成
身
観
に
性
的
な
要
素
が

ど
の
よ
う
に
導
入
さ
れ
始
め
た
の
か
が
解
明
さ
れ
た
。

【
研
究
発
表
】

・「
プ
ダ
ク
写
本
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
に
お
け
る
経
函
末
部
の
解
説
文
に
つ
い
て
」、
密
教
研
究
会

学
術
大
会
、
七
月
十
三
日
（
金
）、
於　

高
野
山
大
学
。

・「
如
意
輪
観
音
の
名
称
に
つ
い
て
」、
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
研
究
会
、

　

十
月
十
九
日
（
金
）、
於　

高
野
山
大
学
。

・「G
uhyam

aṇitilaka

第
三
章
に
お
け
る
五
相
成
身
観
に
つ
い
て
」、
日
本
密
教
学
会
第
五
十
一

回
学
術
大
会
、
十
一
月
九
日
（
金
）、
於　

種
智
院
大
学
。

【
論
文
】

・「
プ
ダ
ク
写
本
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
に
お
け
る
経
函
末
部
の
解
説
文
に
つ
い
て
」、『
密
教
文
化
』

第
二
四
二
号
（
掲
載
予
定
）。

・「『
聖
な
る
観
自
在
の
如
意
宝
珠
』
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
校
訂
テ
ク
ス
ト
お
よ
び
和
訳　

―
如
意

輪
観
音
の
名
称
に
関
す
る
新
出
資
料
―
」、『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
二
号
。

・「G
uhyam

aṇitilaka

第
三
章
に
お
け
る
五
相
成
身
観
に
つ
い
て
」、『
密
教
学
研
究
』
第
五
一
号
。

【
書
評
】

・「
北
村
太
道
・
タ
ン
ト
ラ
仏
教
研
究
会
訳
『
全
訳　

降
三
世
大
儀
軌
王
／
同
ム
デ
ィ
タ
コ
ー

シ
ャ
註
釈
』（『
金
剛
頂
経
』
系
密
教
原
典
研
究
叢
刊
三
）」、『
密
教
学
研
究
』
第
五
一
号
。

平
成
三
十
年
度　

南
山
教
学
研
究
会
活
動
報
告	

委
託
研
究
員　

北
川
真
寛

【
研
究
活
動
概
況
】

南
山
教
学
研
究
会
で
は
、
高
野
山
に
伝
わ
る
論
義
書
の
研
究
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
整
理

作
業
を
す
す
め
、
弘
法
大
師
を
含
め
た
真
言
密
教
の
展
開
を
明
ら
か
に
し
、
教
学
研
究
の
み
な

ら
ず
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
論
義
法
会
に
資
す
る
こ
と
で
、
密
教
興
隆
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
平
成
二
十
五
年
度
に
密
教
文
化
研
究
所
所
属
の
研
究
所
員
や
研
究
員
を
中
心

と
し
た
有
志
に
よ
る
南
山
教
学
研
究
会
を
発
足
さ
せ
、
平
成
三
十
年
度
は
、
次
の
よ
う
な
活
動

を
実
施
し
て
い
る
。

①
南
山
の
論
義
書
の
輪
読
会

②
論
義
に
関
す
る
調
査
・
研
究
に
よ
る
研
究
発
表
と
学
術
雑
誌
へ
の
投
稿

③
南
山
・
智
山
・
豊
山
に
よ
る
論
義
研
究
会

④
高
野
山
勧
学
会
へ
の
協
力

　

ⅰ
勧
学
会
に
お
け
る
講
義
の
実
施
・
聴
聞
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ⅱ
勧
学
会
で
用
い
ら
れ
る
『
本
書
』
と
『
打
集
』
の
活
字
化
と
校
訂

⑤
山
内
論
義
で
用
い
ら
れ
る
論
義
資
料
の
調
査
と
再
治
・
増
補

　

こ
れ
ら
の
総
合
的
か
つ
横
断
的
な
活
動
に
よ
り
、
南
山
教
学
の
特
徴
を
少
し
ず
つ
解
明
し
て

い
る
。
た
だ
し
ま
だ
ま
だ
多
く
の
論
題
が
残
さ
れ
て
い
て
、
今
後
も
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
活
動
を

進
め
て
い
く
。

　

参
加
者
：
土
居
夏
樹　
　

兼
任
研
究
所
員
・
高
野
山
大
学
准
教
授

	

北
川
真
寛　
　

委
託
研
究
員
（
事
務
局
）

	

高
柳
健
太
郎　

受
託
研
究
員

	
	

　
　
（
以
上
、
輪
読
会
発
表
担
当
者
）

	

南　

昌
宏　
　

高
野
山
大
学
教
授

	

中
原
慈
良　
　

委
託
研
究
員

	

中
西
雄
泰　
　

高
野
山
引
摂
院

	

高
岡
隆
真　
　

高
野
山
明
王
院

	

内
海
周
浩　
　

高
野
山
本
願
院

	

安
田
弘
明　
　

高
野
山
親
王
院

	

山
本
昌
芳　
　

高
野
山
大
学
大
学
院
生

	

そ
の
他
、
大
学
院
生
・
大
学
生
な
ど

【
輪
読
会
の
開
催
】

・
十
月
二
十
六
日
（
金
）
一
五
時
～
一
六
時
三
〇
分

	

土
居
夏
樹　
「
六
大
仏
形
」

・
一
月
一
〇
日
（
木
）
一
五
時
～
一
六
時
三
〇
分

	

高
柳
健
太
郎　
「
六
大
仏
形
―
再
考
」

・
一
月
二
十
四
日
（
木
）
一
五
時
～
一
六
時
三
〇
分

	

北
川
真
寛　
「
八
葉
四
隅
」

【
研
究
発
表
・
論
文
】

・
七
月
十
三
日
（
金
）　

密
教
研
究
会
学
術
大
会

	

北
川
真
寛
「
一
門
普
門
に
つ
い
て
―
論
義
書
を
中
心
に
」

・
十
一
月
一
〇
日
（
土
）
日
本
密
教
学
会
学
術
大
会

	

土
居
夏
樹
「「
六
大
仏
形
」
に
つ
い
て
」

【
真
言
教
学
研
究
会
】

・
五
月
三
十
一
日
（
木
）
一
五
時
～
一
七
時　

於
高
野
山
東
京
別
院

　

講
演
会
「
印
融
法
印
の
足
跡
と
事
績
」

　

講　

師
：
遠
藤
廣
昭
（
駒
澤
大
学
文
学
部
講
師
）

・
十
一
月
一
〇
日
（
土
）
一
四
時
三
〇
分
～
一
七
時　

於
智
積
院

　
「
三
種
即
身
成
仏
」

　

発
表
者
：
土
居
夏
樹
（
高
野
山
大
学
准
教
授
）

　
　
　
　
　

別
所
弘
淳
（
智
山
伝
法
院
常
勤
研
究
員
）

　
　
　
　
　

野
々
部
利
生
（
真
言
宗
豊
山
派
総
合
研
究
院
宗
学
研
究
所
准
研
究
員
）

・
三
月
二
十
九
日
（
金
）
一
四
時
～
一
七
時　

於
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所

　
「
宿
善
有
無
」

　

発
表
者
：
山
口
史
恭
（ 

大
正
大
学
非
常
勤
講
師 

）

　
　
　

    　

林
山
ま
ゆ
り
（
早
稲
田
大
学
本
庄
高
等
学
院
非
常
勤
講
師
）

　
　
　

    　

小
宮
俊
海
（
智
山
伝
法
院
常
勤
研
究
員
）

【
宗
学
連
携
事
業
】

・
勧
学
会
の
期
間
中
に
、勧
学
会
出
仕
者
に
対
し
て
講
義
を
行
っ
た
（
高
野
山
の
学
道
の
歴
史
、

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
つ
い
て
）。

・『
釈
摩
訶
衍
論
』
三 

下
半
の
『
本
書
』
の
書
き
下
し
文
作
成
、『
打
集
』
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
化
と
書
き
下
し
文
作
成
を
行
い
、特
に
『
打
集
』
に
は
語
註
を
添
付
。
ま
た
『
本
書
』
や
『
打

集
』
の
誤
植
や
誤
り
を
校
訂
し
、
勧
学
会
実
修
に
使
用
。

・
問
講
の
謂
立
を
集
成
し
た
『
法
談
論
議
要
集
』
や
『
山
王
院
並
御
影
堂
月
並
問
講
集
』
に
収
め
ら
れ
た

宗
・
釈
論
題
の
再
治
・
増
補
を
行
い
、
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
問
講
の
充
実
に
資
す
る
資
料
の
作
成

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
高
野
山
住
職
会
・
金
剛
峯
寺
法
会
課
な
ど
の
協
力
を
得
て
、『
法

談
論
義
拾
葉
集
―
宗
義
篇
―
』
と
し
て
宝
性
院
版
・
無
量
壽
院
版
・
付
録
の
三
冊
を
出
版
し
た
。

※
本
事
業
に
関
し
て
は
、
主
に
北
川
真
寛
が
担
当
し
、
問
講
の
再
治
・
増
補
に
関
し
て
は
高
野

山
山
内
住
職
と
共
同
で
活
動
し
て
い
る
。
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密
教
文
化
研
究
所
構
成
員
名
簿
（
平
成
三
十
一
年
三
月
現
在
）

○
所
長 

佐
藤
隆
彦
（
本
学
教
授
）

○
顧
問

松
長
有
慶
（
本
学
名
誉
教
授
）

○
委
託
研
究
員

川
﨑
一
洋
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

北
川
真
寬
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

武
内
孝
善
（
本
学
名
誉
教
授
）

中
原
慈
良
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

那
須
真
裕
美
（
種
智
院
大
学
非
常
勤
講
師
）

米
田
弘
仁
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

○
専
従
研
究
所
員

佐
藤
隆
彦
（
所
長
兼
務
）

○
兼
任
研
究
所
員

奥
山
直
司
（
本
学
教
授
）

坂
口
太
郎
（
本
学
助
教
）

櫻
木　

潤
（
本
学
助
教
）

土
居
夏
樹
（
本
学
准
教
授
）

ト
ー
マ
ス
・
ド
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
（
本
学
教
授
）

松
長
恵
史
（
本
学
教
授
）

南　

昌
宏
（
本
学
教
授
）

○
専
任
研
究
員

德
重
弘
志
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

テ
ン
ジ
ン
・
ウ
セ
ル
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

○
受
託
研
究
員

池
本
裕
行

大
柴
清
圓
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

蒲
池
和
憲
（
随
心
院
小
野
講
伝
所
研
究
員
）

木
下
浩
良
（
本
学
総
合
学
術
機
構
課
長
）

静　

春
樹
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

柴
谷
宗
叔
（
巡
礼
遍
路
研
究
会
事
務
局
長
）

高
柳
健
太
郎
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

○
研
究
所
事
務
室　

木
下
浩
良

小
南
友
紀

波
多
野
智
人
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『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
編
集
委
員
会
規
程

第
１
条	
密
教
文
化
研
究
所
（
以
下
「
研
究
所
」
と
い
う
。）
に
、『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』（
以

下
「
紀
要
」
と
い
う
。）
編
集
委
員
会
（
以
下
「
編
集
委
員
会
」
と
い
う
。）
を
設
け
る
。

第
２
条	

編
集
委
員
会
は
、
次
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

	

（
１
） 

研
究
所
長

	

（
２
） 

専
従
研
究
所
員

	

（
３
）「
紀
要
」
編
集
担
当
者

　
　

２	

編
集
委
員
長
は
研
究
所
長
が
こ
れ
に
当
た
る
。
研
究
所
事
務
室
長
は
、
幹
事
と
し
て

編
集
委
員
会
の
事
務
を
処
理
す
る
。

第
３
条	

編
集
委
員
会
は
研
究
所
長
が
招
集
し
、そ
の
議
長
と
な
る
。
議
長
に
事
故
あ
る
時
は
、

互
選
に
よ
っ
て
議
長
を
選
出
す
る
。

第
４
条	

編
集
委
員
会
は
、
次
の
事
項
を
審
議
し
、
研
究
所
協
議
会
に
報
告
す
る
。

	

（
１
）「
紀
要
」
に
寄
稿
さ
れ
た
原
稿
の
掲
載
の
可
否
お
よ
び
掲
載
の
時
期
の
決
定
。

	

（
２
）「
紀
要
」
寄
稿
者
へ
の
補
筆
お
よ
び
修
正
の
要
請
。

第
５
条	

委
員
の
任
期
は
１
年
と
す
る
。
た
だ
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

第
６
条	

こ
の
規
程
の
改
廃
は
、
研
究
所
協
議
会
の
議
を
経
て
、
研
究
所
長
が
決
定
す
る
。

附　

則	

こ
の
規
程
は
、
平
成
９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附　

則	

こ
の
規
程
は
、
平
成
14
年
５
月
22
日
か
ら
施
行
す
る

『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
寄
稿
規
程

第
１
条	

『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』（
以
下
「
紀
要
」
と
い
う
。）
は
、
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア

地
域
な
ど
に
お
け
る
密
教
の
思
想
と
文
化
に
関
す
る
研
究
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
研

究
資
料
、
書
評
な
ど
を
掲
載
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
密
教
文
化
の
研
究
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
２
条 	

「
紀
要
」
に
寄
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

	

（
１
）
研
究
所
長

	

（
２
）
研
究
所
員

	

（
３
）
研
究
員

	

（
４
）
編
集
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る
者

第
３
条	

原
稿
は
、
原
則
と
し
て
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
70
枚
以
内
と
す
る
。

第
４
条	

原
稿
は
完
全
原
稿
と
す
る
。
執
筆
者
校
正
は
再
校
ま
で
と
し
、
校
正
時
の
大
幅
な
改

変
・
追
加
等
は
認
め
な
い
。

第
５
条	

寄
稿
さ
れ
た
原
稿
は
、
査
読
委
員
会
の
査
読
を
経
て
、
編
集
委
員
会
が
掲
載
の
可
否

お
よ
び
掲
載
の
時
期
を
決
定
す
る
。
ま
た
、
編
集
委
員
会
は
、
寄
稿
者
に
補
筆
お
よ

び
修
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
６
条	

原
稿
料
の
支
払
い
、
掲
載
料
の
徴
収
は
行
な
わ
な
い
。

第
７
条	

寄
稿
者
に
は
、
掲
載
誌
２
部
お
よ
び
抜
刷
30
部
を
贈
呈
し
、
そ
の
経
費
は
研
究
所
が

負
担
す
る
。

附　

則	

こ
の
規
程
は
、
平
成
９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
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執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
）

　

中
世
密
教
聖
教
研
究
会
（
幹
事
：
坂
口
太
郎
）

　

木
下
浩
良　
　
　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

　

池
本
裕
行　
　
　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

　

德
重
弘
志　
　
　

密
教
文
化
研
究
所
専
任
研
究
員

　

静　

春
樹　
　
　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

編
集
後
記
（
所
長
）

○
『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
二
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

　

一
つ
の
研
究
会
と
四
人
の
研
究
員
に
よ
る
論
考
は
、
本
年
度
の
密
教
文
化
研
究
所
の
研
究
成

果
の
一
端
を
飾
る
も
の
で
す
。
読
者
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
本
年
度
は
、
研
究
所
研
究
会
、
弘
法
大
師
著
作
研
究
会
、
南
山
教
学
研
究
会
、
中
世
密
教
聖

教
研
究
会
と
い
っ
た
各
種
研
究
会
が
活
発
に
活
動
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
、
弘

法
大
師
著
作
研
究
会
の
研
究
成
果
を
、『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
別
冊
と
し
て
刊
行
し
、

教
学
の
継
承
と
普
及
、
発
展
に
向
け
て
、
一
歩
前
進
し
た
年
と
も
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

○
更
に
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
社
会
人
権
局
と
の
共
催
に
よ
る
特
別
講
演
を
開
催
し
、
人
権
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
活
動
を
、
歴
史
的
・
社
会
的
観
点
か
ら
行
い
ま
し
た
。

○
文
部
科
学
省
の
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
基
づ
く
、「
高
野
山
ア
ー
カ
イ
ブ
」

な
ど
の
作
成
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
に
お
け
る
研
究
支
援
を
、
密
教
な
ど
本
学
が
得
意
と
す
る

分
野
で
活
発
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

〇
今
後
と
も
、
密
教
文
化
研
究
所
の
活
動
に
お
力
添
え
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
二
号

	

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
一
日
　
印
刷

	

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
五
日
　
発
行

　
編
集
者	

密
教
文
化
研
究
所

	

　
　
　
代
表
者
　
佐
　
藤
　
隆
　
彦

　
発
行
所	

密
教
文
化
研
究
所

	

和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
三
八
五
　
高
野
山
大
学

	

電
話
（
〇
七
三
六
）
五
六
─
二
三
九
〇
　
〒
六
四
八
─
〇
二
八
○

　
印
刷
所	

株
式
会
社
　
協
　
和

	

和
歌
山
県
海
南
市
南
赤
坂
五
─
三

	

電
話
（
〇
七
三
）
四
八
三
─
五
二
一
一
〒
六
四
二
─
〇
〇
一
七
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